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第 152

奈良会議所ニュース 昭和56年5月]0日(毎月1 回10日発行)
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27億1,5000万円

昭和56年度各種融資制度
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受付け始まる

(お願い〕{栩奈良市シルバー人材センター

発足に際して

『新入社員を職力にするまで」

共同石油常任監査役青木武一

『中小企業におけるビデオの活用』

教育システム研究所々長山口弘明
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第 152号(第三種剰H更物認可)
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事務3年

会議所から
倒産防止特別相談室
小企業等経営改善資金融資
特定退職金共済制度

青年部・友好倶楽部

『企業経営のカンどころ』
井士誠逸

税退職金と税金
新会長に近東静子さん

一婦人会総会一

ガス配管工

42

工

営業管理13年

3

験

58

女

雄盤工20年

レ

60

手取賃金
(月収)

本

3

4

事務32年

理事務

58

200,000円

ス

4

春日大社の藤

ガス配管工20年

人

レ

30

220,000円

5

6

トを除く(奈良公共職業安定所)職業紹介状況(3月)学卒・ ノぐーー

勤務時間
(休日)

般事務

事務10年

φ呈

37

250,000円

の

昭和56年5月10日(毎月1 回10日発行)

9億円

ス

:30~ 17:00
日・祝確)

病院事務3年

40

作

180,000円

3

希

1貞

:30~]フ:00
日・祝昭)

保母13年

57

勤務地
(通・住)

170,000円

業
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目

:00~ 17:00
日・祝曜)

望

事務25年

58

奈良市
通

100,000円
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規
制

:00~ 17:00
日・祝曜)

軽作業35年

規模

奈良・大阪
通

90,000円

イ、」

:30~ 17:00
日・祝曜)

脱
岡有効求職者

住所

不問

奈良市
通

120,000円

7

区分

:00 ~ 17:00
日・祝曜)

求

不問

奈良市消費者物価指数

奈良市
通

100,000円

奈良市

人

配偶者
の有無

:00~ 17:00
日・祝曜)

玉力

不問

職

1改

奈良市
通

奈良市

人

Ⅱ意円

70,000円

日
,1」'11

:00~ 17:00
日・祝曜)

求

不問

者

奈良・生駒
通

生駒市
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計
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不問
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奈良市

奈良市
通

1月
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有

:00~17:00
日・祝曜)

爽

不問

767
1,922

奈良市

奈良市
通

上打・率

有

大卒(経済学)

男
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高小卒
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前年比0
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709

食料

320

奈良市

0.3

6.9

高卒(商業)

108

103

△]6.6

0.65

607
2,503

天理市

乗客数

△17.0

高卒、寡婦

△48.3

住居
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5.9

]28.8

加人¥
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住干理・Ⅱ痔1い
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国鉄奈良駅

小学校卒

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)
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締部脚脊統計局)

56 釧,!,J11;*キ之,
イ機柚製図1ト】
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乗

被服

]32.2

170.4

月

3

奈良交通名所めぐり

客

356,689

月

雑費

]70.2

奈良公

135.6

奈良県倒産状況

乗客

442,046

132.2

j1 別
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4,]50
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目
に
青
葉
、
山
時
鳥
、
初
鰹
1
。

見
る
も
の
す
べ
て
が
生
き
生
き
と
み

え
る
爽
や
か
な
季
節
の
到
来
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
行
楽
に
出
か

け
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
に
感
じ
る
の

は
健
康
の
有
難
さ
、
病
気
し
た
り
事

故
に
あ
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ

人
。▽

当
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
病
気
や

事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
差
額
べ
ッ
ト

費
肌
手
術
費
用
や
付
添
い
看
護
料

な
ど
医
療
費
の
患
者
負
担
を
補
償
す

る
医
療
保
険
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

▽
安
い
掛
金
で
幅
広
い
補
償
が
得
ら

れ
、
し
か
も
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当

所
共
済
担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
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昭
和
弱
年
度

県
小
売
商
業
高
度
化
貸
付
な
ど

各
種
融
資
実
施
受
付
始
ま
る

昭
和
五
十
六
年
度
の
県
各
種
触
質

が
次
の
要
項
で
実
旋
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
担
当
課
も
し
く

は
当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
騎
年
度

奈
良
県
小
売
商
業

高
度
化
資
金

マ
貸
付
対
象
企
業

①
資
本
金
又
は
出
資
金
が
一
千
万
円

以
下
の
会
社
、
又
は
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が
五
0
人
以
下
の
会
社

及
び
個
人
、
も
し
く
は
事
業
協
同
組

合
、
事
業
協
同
小
組
合
、
企
業
組
合

及
び
協
業
組
合
。

②
県
内
で
店
舗
を
有
し
、
引
き
続
き

一
年
以
上
主
た
る
職
業
と
し
て
小
売

商
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
。

③
昭
和
鶚
年
度
中
に
、
県
内
の
店
舗

を
改
造
し
、
又
は
県
内
に
店
舗
の
設

置
を
行
う
も
の
。

④
飲
食
店
、
自
動
車
販
売
店
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
サ
ー
ビ
ス
が
営
業

の
重
要
な
部
門
と
な
っ
て
い
る
業
種

及
ぴ
商
品
の
大
部
分
を
倉
庫
に
収
納

し
て
お
い
て
も
余
り
営
業
に
支
障
の

な
い
業
種
は
貸
付
対
象
か
ら
除
く
。

⑤
昭
和
聡
年
度
か
ら
昭
和
郭
年
度
の

問
に
お
い
て
、
本
資
金
を
三
回
以
上

借
り
受
け
て
い
な
い
も
の
。

マ
貸
付
対
象
店
舗

①
共
同
化
1
二
人
以
上
の
小
売
商
業

者
が
合
併
し
、
又
は
共
伺
し
て
小
売

商
業
を
営
む
会
社
又
は
組
合
を
設
立

し
、
新
た
に
店
舗
を
設
置
す
る
場
合

②
大
型
化
1
小
売
商
業
者
が
店
舗
を

全
面
改
造
し
た
結
果
、
当
該
売
場
面

積
が
認
.
m
を
起
え
、
か
つ
改
造
前
の

売
場
面
積
以
上
と
な
る
場
合
。

③
連
鎖
化
1
小
売
商
業
者
が
店
舗
連

鎖
化
の
た
め
店
舗
を
新
設
す
る
場
合

(
小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
第
三

条
に
規
定
す
る
小
売
市
場
又
は
こ
れ

に
類
す
る
も
の
に
係
る
店
舗
を
新
設

す
る
場
合
を
除
く
。
)

▽
貸
付
の
条
件

①
貸
付
率
1
店
舗
の
設
置
又
は
改
造

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
(
連
鎖

化
の
権
利
金
、
敷
金
、
保
証
金
を
含

む
)
の
二
分
の
一
以
内

②
貸
付
金
の
限
度
1
-
企
業
当
り
貸

付
金
は
四
0
0
万
円
以
下
と
す
る
。

③
利
率
1
無
利
息

④
償
還
方
法
1
六
月
据
置
後
三
年
六

月
以
内
の
均
等
半
年
賦
償
還
と
す
る
。

丈
(

⑤
保
証
人
1
県
内
で
住
居
を
有
し
、

か
つ
本
貸
付
金
の
償
還
債
務
を
保
証

す
る
充
分
な
資
力
が
あ
り
、
知
事
が

適
当
と
認
め
る
も
の
を
二
名
以
上
連

帯
保
証
人
と
す
る
。

⑥
契
約
の
締
結
1
貸
付
金
の
交
付
に

際
し
て
は
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を

締
結
し
、
公
正
証
書
を
作
成
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
費
用
は
貸
付
を
受
け

た
者
が
負
担
す
る
。

⑦
火
災
保
険
の
加
入
1
貸
付
対
象
と

な
っ
た
店
舗
な
ら
び
に
旋
設
に
つ
い

て
、
奈
良
県
火
災
共
済
協
同
組
合
の

行
う
火
災
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

マ
申
請
受
付
期
限

昭
和
騎
年
5
月
釘
日
ま
で

昭
和
騎
年
度

中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
貸
付
制
度

マ
貸
付
対
象

県
内
に
工
場
又
は
事
業
所
を
有
し

国
が
指
定
し
た
後
記
の
対
象
企
業
に

属
す
る
も
の
で
あ
0
 
て
、
次
の
各
号

に
該
当
す
る
企
業

が
一

①
貸
本
金
(
出
資
金
)
が
一
億
円

(
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万
円
、
以
下
の

会
社
、
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
貝

数
が
石
0
人
(
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
0
△

以
下
の
会
社
も
し
く
は
個
人
。

②
県
内
に
お
い
て
引
き
続
き
一
年
以

士
現
在
の
事
業
を
営
み
、
か
つ
経
営

内
容
が
決
算
書
等
に
ょ
り
把
握
で
き

る
企
業
で
あ
る
こ
と
。

③
資
本
金
(
出
資
金
)
の
三
分
の
一

以
上
を
大
企
業
が
出
資
し
て
い
る
企

業
で
な
い
こ
と
。

④
調
整
規
程
を
設
定
し
て
い
る
工
業

組
合
に
属
す
る
事
業
を
営
む
も
の
に

あ
っ
て
は
当
該
組
合
の
意
見
書
を
添

付
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と
。

⑤
昭
和
乳
凄
1
郭
誓
反
の
間
に
お
い

て
本
資
金
を
三
回
以
上
借
受
け
た
企
業

で
な
い
こ
と
。
但
し
、
公
害
防
止
施
設

に
係
る
申
込
み
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑥
今
年
度
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度

に
ょ
る
設
備
の
貸
与
を
受
け
る
企
業

て
な
い
こ
と
。

⑦
対
象
設
備
の
設
置
に
要
す
る
貸
金

の
調
達
に
つ
い
て
本
制
度
に
ょ
る
こ

と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
で
あ

る
こ
と

マ
貸
付
条
件

①
貸
付
率
1
貸
付
対
象
設
備
購
入
費

の
二
分
の
一
以
内

②
貸
付
金
限
度
1
-
企
業
当
り
貸
付

金
の
限
度
は
二
0
万
円
以
上
三
0

0
万
円
以
下
。

③
貸
付
金
利
率
1
無
利
子

④
貸
付
期
間
1
据
置
期
間
を
含
む
五

年
以
内
(
汚
水
処
理
設
備
、
ぱ
い
煙

処
理
設
備
等
は
三
匡
以
内
)

⑤
償
還
方
法
1
原
則
と
し
て
一
年
据

置
四
年
間
の
均
等
賦
償
還
。

⑥
公
正
証
書
の
作
成
1
金
銭
消
費
貸

借
契
約
書
に
も
と
づ
き
、
公
正
証
書

を
作
成
。

⑦
保
証
人
・
担
保
1
貸
付
金
に
相
当

す
る
程
度
の
固
定
資
産
を
有
す
る
者

で
、
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
す
る

も
の
二
名
以
上
。
但
し
、
法
人
の
場

合
は
当
該
企
業
の
代
表
者
を
加
え
三

一

G
マ
ー
ク
商
品
選
定
の

申
請
に
つ
い
て

日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

通
商
産
業
省
の
G
マ
ー
ク
商
品
選

定
の
申
請
を
次
の
要
項
で
募
集
し
て

い
る
。

マ
申
請
受
付
期
間

五
月
十
五
日
ま
で
(
必
着
)

▽
申
請
受
付
機
関

圃
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

マ
申
請
者
の
資
格

申
請
商
品
の
製
造
業
者
又
は
販
売

業
者
。
わ
が
国
で
販
売
し
て
い
る

外
国
製
商
品
の
申
請
に
つ
い
て
は

そ
の
日
本
支
社
又
は
総
代
理
店
。

マ
申
請
対
象
商
品

一
般
家
庭
生
活
用
品
及
び
一
般
事

務
用
品
。
但
し
、
昭
和
五
六
年
八

月
一
三
日
ま
で
に
、
国
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
商
品
で
、
五
月
一
五

日
ま
で
に
標
準
小
売
価
格
が
確
定

し
て
い
る
も
の
に
限
る
。

マ
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
奈
良

県
商
工
課
振
興
係
ま
で
。

制
⑳
三
 
0
ズ
内
線
六
0
 
こ

名
以
上
。
又
必
要
に
応
じ
て
不
動
産

担
保
を
徴
す
る
。

マ
申
し
込
み
受
付
期
間

昭
和
騎
年
5
月
部
日
ま
で
。

昭
和
騎
年
度

中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度

マ
貸
与
対
象

県
内
で
一
年
以
上
同
事
業
を
営
む

企
業
で
あ
っ
て
、
従
業
員
二
0
人
以

U
 
X
 
、

イ
イ
イ

ー
ー
ー
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7
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6
 
4
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(
 
5
 
7
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3
 
3

4
 
4
 
4

フ
フ
フ

0
 
0
 
0

下
の
企
業
(
小
売
業
、
卸
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
は
五
人
以
下
)
※
建
設
業

は
除
く
。

マ
貸
付
限
度

二
0
万
円
以
上
豆
呂
万
円
以
下

マ
貸
付
利
息

貸
与
設
備
額
の
残
高
に
対
し
年
五
%

マ
保
証
金

貸
与
設
備
価
格
の
三
%
倉
尤
済
時

に
全
額
返
済
)

電
電
電

C

1
岡

目
庄

丁
ノ
 
5

1
後
n

町
丹
町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

(
お
願
い
)

如
奈
良
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

発
足
に
際
し
て

寺
山
駒

西
郡
生

牽
三

暮

マ
貸
与
期
間

四
年
半

マ
償
還
方
法

一
年
据
置
・
四
年
均
等
半
年
賦
償

還
マ
据
付

昭
和
即
年
3
月
飢
日
ま
で
に
据
付

か
終
る
も
の
。

マ
保
証
人

二
名
以
上
(
原
則
と
し
て
県
内
に

一

'

囲
奈
良
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

(
以
下
「
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
い

、
つ
)
は
、
今
後
の
急
速
な
高
令
化
社

会
の
進
展
に
対
応
し
て
、
労
働
省
が

五
五
年
度
に
打
ち
出
し
た
高
年
令
者

労
働
能
力
活
用
事
業
に
基
つ
き
、
国

や
市
の
助
成
に
ょ
り
、
本
日
四
月
一

日
に
正
式
に
設
立
発
足
し
ま
し
た
。

業
務
運
営
の
内
容
は
、
奈
良
市
に

在
住
さ
れ
る
原
則
と
し
て
六
0
1
六

五
歳
の
方
で
、
常
用
雇
用
で
な
く
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
に
、
何

ら
か
の
就
業
を
通
ヒ
て
、
生
き
が
い

の
充
実
や
積
極
的
に
社
会
参
ノ
加
し
ょ

、
,.

゛
'

'、熟

.
ゞ
、
繩

3

,
玉、

2

、

、
、

、

1
畠

、
、

、
,

住
居
を
有
す
る
も
の
)
※
法
人
の
場

合
は
三
名
以
上

マ
申
込
期
間

昭
和
弱
年
4
月
1
日
か
ら
目
標
額

(
五
億
円
)
に
達
す
る
ま
で
。

マ
そ
の
他

対
象
企
業
等
に
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
細
は
県
中
小
企
業
振
興
公
社

倫
⑳
六
六
0
 
こ
又
は
当
所
中
小

企
業
相
談
所
ま
で
。

う
と
す
る
方
を
会
員
登
録
し
、
他
方

こ
れ
ら
会
員
を
対
象
と
し
た
短
期
、

補
助
的
な
仕
事
を
事
業
所
や
官
公
庁

個
人
か
ら
受
圧
し
、
適
当
と
判
断
さ

れ
る
会
貝
に
あ
っ
旋
、
就
労
し
て
も

、
わ
、
つ
も
の
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
人
材
セ
ン
タ
ー

の
発
足
後
、
日
が
浅
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
四
月
十
六
日
現
在
、
会
貝
登

録
数
三
0
名
(
、
つ
ち
男
八
七
名
)
、

就
労
あ
っ
旋
件
数
延
-
 
0
六
名
(
、
つ

ち
男
-
 
0
二
名
)
と
好
調
な
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
希

望
職
種
が
事
務
系
に
集
中
す
る
一
方
、

受
注
し
た
職
種
は
屋
外
で
の
軽
作
業

が
多
く
、
内
容
的
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と

し
て
は
、
会
員
の
希
望
が
多
い
事
務

系
の
仕
事
を
中
心
に
、
屋
外
で
の
軽

易
な
作
業
、
外
交
折
衝
、
集
配
事

秘
室
内
で
の
手
仕
事
の
確
保
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
議
所
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

を
御
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
特
に

今
後
の
求
人
(
仕
事
)
の
確
保
に
積

極
的
な
御
利
用
を
賜
わ
り
ま
す
よ
、
つ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

@
問
い
合
せ
先

奈
良
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

奈
良
市
役
所
内
(
奈
良
市
二
条

大
路
南
-
 
1
 
-
 
1
 
-

器
四
0
0
四
内
線
六
七
五
)
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<
事
前
準
備
を
》

新
入
社
貝
を
効
率
よ
く
戦
力
に
す

る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
事

前
準
備
を
十
分
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
当
面
徹
底

さ
せ
た
い
嫉
け
事
項
と
仕
事
の
基
本

を
ハ
ッ
キ
リ
と
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
簡
単
な
手
引
き
を
作
り

あ
げ
る
。
そ
の
第
二
は
、
新
入
社
貝

が
入
社
す
る
前
に
先
輩
達
を
徹
底
的

に
教
育
し
、
先
に
作
っ
た
手
引
き
の

と
お
り
事
が
運
ん
で
い
る
よ
う
に
職

場
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

世
間
で
は
入
社
前
教
育
と
し
て
、

入
社
内
定
者
に
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

つ
た
り
、
入
社
前
に
何
回
か
呼
ん
で

面
接
を
し
た
り
す
る
。
私
の
い
、
つ
入

社
前
教
育
は
対
象
者
か
違
う
の
で
あ

る
。
教
育
を
受
け
る
人
は
新
人
を
受

入
れ
る
職
場
の
先
輩
で
あ
る
。

並
日
通
に
は
こ
の
こ
と
を
な
お
ざ
り

に
し
て
、
や
た
ら
と
新
人
を
締
め
上

げ
る
。
今
の
若
者
は
利
口
だ
か
ら
一

応
い
っ
た
こ
と
は
聞
く
だ
ろ
、
つ
。
し

か
し
、
先
輩
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と

を
や
れ
と
い
、
つ
の
だ
か
ら
、
い
つ
か

、し

は
や
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
。
こ
れ

、
で
は
い
け
な
い
。
細
か
く
は
朝
の
挨

共
同
石
油

青

常
任
監
査
役

木
武
一

拶
か
ら
電
話
の
か
け
方
に
至
る
ま
で
、

先
輩
が
手
引
き
通
り
や
っ
て
い
て
、

始
め
て
「
や
れ
」
と
強
制
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

《
生
活
の
訓
練
》

入
社
早
々
、
手
引
き
に
従
っ
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
行
動
の
仕

方
を
こ
と
細
か
く
教
え
る
べ
き
で
あ

る
。
い
ま
の
若
い
人
は
自
由
勝
手
に

育
っ
て
い
る
か
・
わ
、
先
輩
か
ら
見
る

と
な
ん
と
も
は
や
だ
ら
し
な
い
。
勢

「
あ
奴
ら
は
ダ
メ
だ
」
と
い
、
つ
こ

いと
に
な
っ
て
し
ま
、
つ
。
新
人
は
い
ま

ま
で
の
生
活
習
慣
か
あ
る
か
ら
、
少

し
も
ダ
メ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
「
こ
の
会
社
は
不
親
切
」
な
ど

と
考
え
て
、
は
や
ば
や
と
退
職
を
し

て
し
ま
、
つ
0
、

こ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
職
場
の
生
活
の
訓
練
で
あ
る
。

そ
の
際
に
、
理
由
を
つ
け
て
説
明
し

て
や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え

ぱ
電
話
の
受
話
器
は
相
手
か
置
い
て

か
ら
こ
ち
、
わ
も
置
け
と
教
之
た
と
す

る
。
新
人
は
「
ど
っ
ち
が
先
で
も
い

じ
ゃ
あ
な
い
か
」
と
不
思
議
に
思

い、
つ
。
そ
っ
で
は
な
い
。
相
手
が
一
応

用
件
を
話
し
た
あ
と
、
何
か
ま
た
思

C
t

い
出
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
そ

、
つ
す
る
の
だ
と
説
明
す
れ
ば
、
単
な

る
エ
チ
ケ
ッ
ト
以
上
の
意
味
が
出
て
、

新
人
も
成
程
、
と
合
点
し
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。

《
当
画
の
仕
事
の
訓
練
を
》

つ
い
で
、
当
面
担
当
さ
せ
る
仕
事

に
つ
い
て
訓
練
す
る
。
上
述
し
た
二

つ
は
、
出
来
れ
ぱ
人
事
担
当
が
世
話

役
に
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
好
ま
し

し
か
し
、
当
面
の
仕
事
の
訓
練

、
0

しと
も
な
る
と
、
中
型
企
業
で
は
余
り

人
手
も
な
か
ろ
う
か
ら
、
職
場
の
先

輩
が
一
対
一
で
面
倒
を
見
る
ほ
う
か

よ
い
だ
ろ
、
つ
。

や
η
方
は
事
前
準
備
と
同
じ
こ
と

だ
か
、
担
当
さ
せ
る
仕
事
に
つ
い
て

最
低
限
度
必
要
な
知
識
と
技
能
を
拾

い
上
げ
る
。
そ
れ
を
職
場
で
、
本
人

に
実
習
さ
せ
な
が
ら
教
え
る
の
で
あ

る
。

こ
の
場
合
の
注
意
事
項
は
、
第
一

に
い
っ
ぺ
ん
に
余
り
多
く
教
え
こ
ま

な
い
こ
と
で
あ
る
。
馴
れ
れ
ば
な
ん

で
も
な
い
こ
と
が
新
入
社
員
に
は
力

士
士

か
ら
な
い
。
噛
ん
で
含
め
る
こ
と
で

あ
る
。
第
二
に
は
、
要
は
根
性
、
自

分
冨
い
上
れ
な
ど
と
い
っ
て
、
新

人
を
ぶ
ん
投
げ
て
し
ま
わ
ぬ
こ
と
で

あ
る
。
も
し
新
人
が
間
違
え
れ
ぱ
、

そ
の
修
正
に
余
計
な
手
間
が
か
か
る

だ
け
損
で
あ
る
。
第
三
に
、
盖
呈
息
で

や
る
の
だ
が
、
こ
の
本
も
あ
の
本
も

と
、
余
り
書
物
を
押
し
つ
け
て
は
い

け
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
当
面
学
習
す

べ
き
こ
と
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注

さ
せ
た
ほ
う
が
結
果
は
よ
い
。

《
拡
大
訓
練
》

入
社
後
四
力
月
程
た
っ
た
時
点
で
、

い
よ
い
よ
拡
大
の
た
め
の
訓
練
に
入

る
。
い
ま
ま
で
は
必
要
最
低
限
の
訓

練
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
当
は
、
勉

強
す
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。

こ
の
時
期
に
な
れ
ば
、
自
分
で
苦

労
を
せ
よ
と
い
、
つ
こ
と
で
、
圭
白
物
な

ど
を
ド
カ
ン
と
与
え
て
も
よ
い
の
で

あ
る
。
但
し
学
習
す
る
目
的
を
明
示

し
て
や
る
こ
と
と
、
た
ま
に
進
歩
の

度
合
い
を
評
価
し
て
本
人
に
教
え
て

や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

侠
&
シ

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
は

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

山
朋
し
ま
す

、

砂
糖
は
体
内
で
の
消
化
吸
収
が

速
い
こ
と
か
ら
、
疲
労
回
復
な
ど
に

効
き
め
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
砂
糖
は
味
覚
の
点
か
ら
も

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
と
り
過
ぎ
る
と
他

の
栄
養
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
健

康
を
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か

、
わ
気
を
つ
け
ま
し
ょ
、
つ
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
ど
の
く

ら
い
の
砂
糖
を
と
っ
て
い
る
の
で
し

よ
、
つ
か
0

砂
糖
の
摂
取
量
は
、
家
庭
に
ょ
っ

て
も
違
い
ま
す
し
、
個
人
差
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
い
ち
が
い
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
昭
和
五
十
三
年
の
わ
が
国

の
砂
糖
消
費
量
を
も
と
に
計
算
し
ま

,
す
と
、
一
人
一
日
当
た
り
約
七
十
二

グ
ラ
ム
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
三
十
三
年
当
時
に
比
べ
て
約
二

倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
使
、
つ
砂
糖
は
も

ち
ろ
ん
、
加
工
食
品
や
、
い
わ
ゆ
る

,
外
食
0
 
か
ら
と
る
分
も
含
め
て
の

数
字
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
厚
生
省
の
国
民
栄
養

調
査
に
ょ
り
ま
す
と
、
コ
ー
ヒ
ー
、

才
n
ス
九
イ
●

、
.
乃
、
,
少
ら
'
V

一
巴
d

ム

(
、
丈

.

.
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0
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0
 
0
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紅
茶
を
週
に
二
1
三
回
以
上
飲
む
人

は
、
男
性
六
九
%
、
女
性
は
六
八
%

仰

セ
か
て
ち

,

も
の
が
欲
し
く
な
る
こ
と
で
も
わ
か

る
よ
、
つ
に
、
疲
労
回
復
の
。
特
効
茅

と
な
る
こ
と
か
,
わ
も
明
ら
か
で
す
。

砂
糖
は
穀
類
と
同
ヒ
よ
う
に
一
つ

の
食
品
で
あ
り
、
カ
ロ
リ
ー
が
あ
る

こ
の
、
つ
ち
、
男
性
の
九
五
%
、
女

性
の
九
三
%
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

多
か
れ
少
な
か
れ
、
砂
糖
を
入
れ
て

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

角
砂
糖
一
個
が
約
三
・
五
グ
ラ
ム

砂
糖
は
茶
さ
ヒ
一
杯
が
約
五
グ
ラ
ム

で
す
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
一
杯

で
三
・
五
1
十
・
五
グ
ラ
ム
も
と
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
急
速
に
消
費
量
が

伸
び
て
い
る
ジ
ユ
ー
ス
や
清
涼
飲
料

水
は
、
冷
や
し
て
飲
む
た
め
甘
さ
が

そ
れ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
な
り
に
多
く
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
ジ
ユ
ー
ス
に

限
ら
ず
、
菓
子
類
に
も
砂
糖
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

砂
糖
は
、
し
ょ
糖
と
い
う
炭
水
化

物
で
、
そ
の
点
で
は
、
穀
類
と
同
じ

食
品
の
一
つ
で
す
。
そ
の
一
グ
ラ
ム

は
、
ま
る
ま
る
三
・
ハ
カ
ロ
リ
ー
の

エ
ネ
ル
¥
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
仕
事
や

ス
ポ
ー
ツ
で
疲
れ
た
と
き
な
ど
甘
い

色

0
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茂
戸

商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
と
を
忘
れ
ず
、
他
の
食
品
と
の
栄

養
摂
取
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
之
て
、

と
り
過
ぎ
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

(

奈
良
西
寺
林
商
店
街

合
伽
1
2
3
1
-
ど

日
改
正
の
目
的

商
工
組
合
中
央
金
庫
(
商
工
中
金
)

は
、
中
小
企
業
の
組
織
金
融
の
担
い

手
と
し
て
中
小
企
業
金
融
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
続
き
中
小
企
業
に
対

し
て
円
滑
な
資
金
供
給
か
行
え
る
よ

う
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
(
昭
和

十
一
年
法
律
第
一
四
号
)
の
改
正
を

行
、
つ
こ
と
と
し
ま
し
た
0

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す

⇔
改
正
の
内
容

①
債
券
発
行
限
度
の
引
き
上
げ
(
第

三
一
条
関
係
)

商
工
中
金
は
、
主
と
し
て
債
券
発
行

に
ょ
り
調
達
し
た
資
金
を
原
資
と
し
て

中
小
事
業
者
の
組
合
等
に
対
し
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
そ
の

債
券
発
行
限
度
額
は
自
己
資
金
の
二

0
倍
と
定
め
・
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

債
券
発
行
残
高
か
急
速
に
限
度
額
に

近
つ
い
て
来
た
た
め
、
こ
れ
を
自
己

資
金
の
三
0
倍
に
引
き
上
げ
、
資
金

調
達
力
の
強
化
を
図
っ
て
、
組
合
等

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
を
図
ろ
う
と

1

す
る
も
の
で
す
。

②
所
属
資
格
団
体
の
追
加
<
第
七
条

等
関
係
)

都
市
再
開
発
法
に
基
づ
く
市
街
地

再
開
発
組
合
が
行
う
商
業
再
開
発
事

業
を
円
滑
に
推
進
し
、
中
小
商
業
者

等
の
店
舗
の
近
代
化
等
を
図
る
必
要

か
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
組
合
を
商
工
中

金
の
所
属
資
格
団
体
と
し
て
追
加
し

こ
の
組
合
又
は
そ
の
組
合
貝
が
商
工

中
金
か
、
わ
融
資
等
を
受
け
ら
れ
る
よ

、
つ
に
す
る
も
の
で
す
。

③
一
所
属
団
体
当
た
り
の
出
資
口
数

限
度
の
引
き
上
げ
(
第
七
条
関
係
)

現
行
法
で
は
、
一
所
属
団
体
か
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
出
資
口
数
は
原

則
と
し
て
、
五
万
口
(
五
0
0
万
円、

相
当
)
と
定
め
、
わ
れ
て
い
ま
す
が

商
工
中
金
の
自
己
資
本
を
増
加
さ
せ

財
務
体
質
の
強
化
を
図
る
た
め
、
出

資
口
数
限
度
を
五
万
口
か
ら
所
属
団

体
の
出
資
総
口
数
の
百
分
の
一
に
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
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中
小
企
業
に
お
け
る
ビ
デ
オ
の
活
用

一
最
近
の
ビ
デ
オ
活
用
の
傾
向

最
近
、
企
業
曾
に
役
立
て
る
ビ

デ
オ
の
活
用
が
話
題
に
な
っ
て
来
て

い
る
。
研
修
所
に
ビ
デ
オ
を
一
台
と 教

育
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長
山
口
弘
明

で
数
百
台
も
導
入
し
て
い
る
企
業
も

出
て
来
て
い
る
。
活
用
し
て
い
る
ビ

デ
オ
の
台
数
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ

の
利
用
方
法
と
し
て
は
、

①
教
育
訓
練

②
情
報
伝
達

③
販
売
促
進

な
ど
が
主
体
で
、
そ
の
ほ
か
「
調
査

分
析
」
に
も
一
部
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ビ
デ
オ
の
利
用
価
値
と
し
て
は
売

上
げ
に
直
接
影
響
の
あ
る
「
販
売
促

進
」
が
一
番
役
に
立
つ
が
、
た
だ
し

全
て
の
分
野
で
利
用
出
来
る
わ
け
で

は
な
い
。
大
企
業
で
も
中
小
企
業
で

も
産
業
界
の
全
て
の
分
野
で
利
用
し

て
効
果
が
上
が
る
と
な
る
と
、
や
は

り
教
育
訓
練
で
あ
ろ
、
つ
。

⇔
わ
か
り
や
す
い
教
育
方
法
と
し
て

の
ビ
デ
オ

企
業
内
教
育
を
実
施
し
て
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
わ
か
り
や
す
い

教
育
方
法
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

難
し
い
文
章
が
並
ん
で
い
る
従
来
の

よ
う
な
活
{
子
の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て

理
解
出
来
な
い
の
は
頭
が
悪
い
か
ら

だ
と
い
う
の
は
少
し
酷
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
お
客
様
が
み
、
え
た

ら
四
十
五
度
の
角
度
で
頭
を
下
げ
る
」

と
い
う
よ
う
に
活
{
子
で
書
い
て
教
え

る
よ
り
も
、
ビ
デ
オ
で
具
体
的
に
「
こ

の
よ
う
な
頭
の
下
げ
方
を
し
な
さ
い
」

と
指
導
す
る
方
か
、
教
わ
る
側
と
し

て
は
は
る
か
に
わ
か
り
や
す
い
。

ま
た
、
機
械
の
操
作
な
ど
も
活
字

の
マ
ニ
ユ
ア
ル
で
指
導
す
る
と
な
る

と
、
大
変
長
文
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
長
い
文
章
を
啓
と
な
る
と

ど
う
し
て
も
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
誤
解
が
生
じ
る
危
険
性
が
出
て

来
る
。
そ
の
点
、
「
こ
の
ハ
ン
ド
ル

を
こ
の
よ
う
に
廻
わ
す
」
と
い
う
よ

う
に
、
映
像
で
見
せ
る
と
間
違
い
は

な
く
な
る
。
文
字
通
り
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
し
で
あ
る
。

国
な
ぜ
ビ
デ
オ
が
効
果
的
な
の
か

ビ
デ
オ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
な
事
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
な
ん

と
言
っ
て
も
「
わ
か
り
や
す
い
」
と

言
、
つ
こ
と
が
一
番
で
あ
ろ
、
つ
。
ビ
テ 」

.

オ
と
一
言
っ
て
も
テ
レ
ビ
を
通
し
て
映

像
が
出
て
来
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
各

家
庭
の
テ
レ
ビ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

-
0
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
テ
レ
ビ

の
普
及
率
を
見
て
も
、
そ
の
効
果
を

推
測
す
る
事
は
出
来
る
。

こ
の
「
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
う

特
徴
は
教
育
訓
練
で
は
非
常
に
重
要

で
、
自
学
自
習
の
よ
う
な
方
法
を
可

能
に
す
る
。
我
が
国
で
は
学
校
教
育

以
来
、
教
育
と
い
う
も
の
は
誰
か
か

ら
教
わ
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
が
強

し
か
し
、
人
が
人
を
教
え
る
と

、
0

しな
る
と
産
業
界
の
よ
う
な
多
忙
な
と

こ
ろ
は
、
教
え
る
人
(
一
般
に
は
上

司
)
の
都
合
が
な
か
な
か
つ
き
に
く

教
え
る
方
が
忙
し
い
時
間
が
作

、
0

Lれ
な
い
と
、
教
育
訓
練
を
実
施
出
来

な
く
な
る
。
も
し
ビ
デ
オ
の
よ
、
つ
な

も
の
を
活
用
し
て
自
学
自
習
が
可
能

に
な
る
と
、
現
在
よ
り
も
っ
と
教
育

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
人

材
育
成
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に

な
る

四
ビ
デ
オ
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
ア
イ

デ
ア

ビ
テ
オ
の
活
用
で
一
番
問
題
に
な

る
の
は
、
ソ
ワ
ト
(
教
材
)
で
あ
ろ

う
。
ビ
テ
オ
一
台
ソ
フ
ト
一
本
と
い

う
の
で
は
、
あ
ま
り
に
効
果
が
上
が

ら
な
い
。
し
か
し
、
数
十
本
と
か
数

百
本
の
ソ
フ
ト
を
一
社
で
所
有
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
事
で
は

ナ
'
、

冒
●
量
 
r
 
'
,
ー
」
二
畳
{
;
;
」
'
,
.
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そ
こ
で
各
社
か
ビ
テ
オ
・
ソ
フ
ト

の
費
用
を
持
ち
寄
っ
て
、
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
作
っ
た
.
わ
ど
っ
で
あ
ろ
、
つ
か
。

ソ
フ
ト
の
中
に
は
一
年
に
一
回
し
か

利
用
し
な
い
よ
、
つ
な
も
の
も
あ
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
会
員
同
士
で
利
用

し
合
っ
と
い
、
つ
方
が
は
る
か
に
効
率

的
で
あ
る
。

も
し
一
社
で
ソ
フ
ト
一
本
分
の
費

用
を
出
し
合
え
ぱ
、
百
社
で
は
百
本

の
ソ
フ
ト
が
整
、
つ
こ
と
に
な
る
。
今

の
と
こ
ろ
百
本
も
ソ
フ
ト
を
所
有
し

て
い
る
企
業
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

現
在
の
商
工
会
議
所
の
組
織
を
活

用
す
れ
ぱ
会
員
を
つ
の
っ
て
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
作
る
事
も
さ
ほ
ど
難
し
い

事
で
は
な
い
し
、
そ
れ
に
活
用
の
面

で
商
工
会
議
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

や
援
助
を
あ
お
ぐ
事
が
出
来
れ
ぱ
、

教
育
効
果
は
一
層
高
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
よ
、
つ
。

7

必
要
か
ら
創
設
さ
れ
た
「
倒
産
防

止
特
別
相
談
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

伺
誤
室
は
、
商
工
調
停
士
、

一
弁
護
上
経
理
士
及
び
事
務
局
で

^
構
成
さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事
業

^
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
ぃ
ま
す
。

一
①
不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
恐

一
れ
の
あ
る
中
小
企
業
者
か
ら
の
相

談
を
受
け
て

⑦
当
該
中
小
企
業
者
の
財
務
内

容
等
の
把
握

一
@
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処

株

(
、

(
g

他

令
(
内
整
理
・
 
U

係
法

議
・
会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
)
に

関
す
る
相
談
・
指
導
一

③
そ
の
他
中
小
企
業
の
倒
産
防
止
一

に
必
要
な
事
項
(
中
小
企
業
倒
産
一

防
止
共
済
制
度
・
中
小
企
業
信
用

保
険
法
に
基
グ
く
倒
産
関
連
特
別
一

措
置
・
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊
急
一

融
資
制
度
等
の
啓
蒙
・
推
進
)

※
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
す
る

恐
れ
の
あ
る
方
は
早
め
に
当
相
談

室
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L
⑳
六
二
三
而

略
歴

明
大
商
学
部
、
同
大
学
院
卒
。
コ
イ

ン
プ
ラ
大
学
留
学
。
日
本
能
率
協
会

コ
ン
サ
ル
ト
ン
ト
を
経
て
、
現
在
、

教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
。
著
書

に
「
職
場
を
活
か
す
A
V
機
器
」
「
A

V
(
視
聴
学
)
教
育
の
す
す
め
」
「
ビ

ジ
ユ
ア
ル
・
マ
イ
ン
ド
L
 
「
経
営
者

に
見
ら
れ
る
教
育
の
田
葱
「
身
体

障
害
者
の
雇
用
と
能
力
開
発
」
な
ど
。

(
゛

'
ー
ー
略
1
亀
亀
.
ユ
ー
ー
、
ー
.
、
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
}
!
ー
,
1
亀
電
1
-
ー
;
ー
ー
ー
、
ユ
ー
!
ー
ー
、
{
ー
'

^
ー
お
奨
め
し
ま
す
ー
-

一
奈
良
商
工
会
議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度
一

一
・
・
・
掛
金
限
度
額
を
引
上
げ

6

今
般
所
得
税
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
掛

金
の
最
高
限
度
額
が
一
人
当
り
N

口
(
-
 
0
、
 
0
0
0
円
)
よ
り
那

(
一
六
、
 
0
0
0
円
)
に
引
上

一
口げ

ら
れ
ま
し
た
、

(
託
年
訟
月
1
日
施
行
)

こ
の
法
改
正
に
伴
い
当
商
工
会

議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
つ

い
て
も
そ
の
掛
金
最
高
限
度
額
を

現
行
の
一
人
当
り
N
口
(
-
 
0
、

0
0
0
円
)
よ
り
玲
口
(
一
六
、

0
0
0
円
)
に
驗
年
4
打
1
日
よ

り
引
^
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
会
員
各
位
事
業

所
の
退
職
金
制
度
の
見
直
し
検
討

一
を
是
非
実
施
さ
れ
当
特
定
退
職
金

共
済
制
度
の
口
数
増
額
、
又
は
新

規
・
追
加
加
入
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
奨
め
申
し
あ
げ
ま
す
。

L

加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区

内
に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る

巧
才
以
上
鉐
才
迄
の
方
。
但
し
乃

才
迄
継
続
し
て
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び

事
業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
、

法
人
の
役
員
(
使
用
人
兼
務
役
員

を
除
く
J

◎
◎
◎
◎

尚
一
人
当
り
玲
口
(
一
六
、
 
0
 
5
 
"
●
知
.
叫
,
叫
凪
映
鼠
卿

0
0
円
)
ま
で
捌
金
は
損
金
、
又
蝉
 
N
 
M
 
叔
巧
"

-
 
U
 
選
 
b
 
7
 
4
 
5
 
6

ー
」
μ
]
〕
)
}
 
J
 
}

1
2
9
0
5

"
敦
年
耳
河
邱
畔

加
人
川
川
 
3
 
5
 
Ⅱ
巧
^

!
!
ー
ー
亀
1
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亀
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!
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ー
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ー
ー
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第 152号(第三種郵便物認可)

一無担保・無保証人一
本触貪制度は、奈良商工会議所の経営'指導を受けて経営改善し、事
業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推薦で国民金触公庫より無扣保・無保証人でお貸しする
ものです。
貸付対象/常時雇用する従業貝の数か、商業・サービス業て

は 5 人以下、製造業その他では20人以下の企業て
あること。 (注)環境衛生業種(飲食店、理・
美容店、クリーニング店など)の方は運転寳金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
触公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/350万円(内運転資金300万円以内)

率/年7.2%利
済期限/設備 4年以内 b必要に応ヒ6ケ月以内の据、返

X置きの取扱可均等償還ノ
運転 3年以内 b必要に応し6ケ月以内の据、

~置きの取扱可均等償還ノ
◎担保・保証人/不要(信用保証協会の保証もいりません)
◎貸出機関/国民金融公庫
※本佑Ⅲ変についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(TEL ⑳622以代)まで。)

小企業等経営改善資金融資制度

奈良会議所ニュース 昭和56年5月10日(毎月1 回10日発行)

強く・正しく・温かく
科学警備のバイオニアとして社員12,000名。全国
350ケ所に事業網をもつ我国最大の警備会社です。
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船
年
度
新
役
員
決
ま
る

去
る
四
月
二
十
四
日
、
青
年
部
の

総
会
が
開
か
れ
、
次
の
通
り
新
役
貝

並
び
に
各
種
委
貝
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
が
決
定
し
た
。(

順
不
同
・
敬
称
略
)

水
谷
悦
郎

社
長
)本

田
正
人

社
長
)

松
岡
泰
夫

文
珠
四
郎
包
永
社
長
)

近
東
宏
光

酵

(
共
同
精
版
印
刷
側
社
長
)

沢
井
啓
祐

酵

(
実
業
印
刷
総
常
務
)

部

樟
井
喜
之

(
奈
良
漆
器
代
表
者
)

部

岡
本
敏
孝

専
務
)憲

司

西
山
公
一
良

菊
田
義
昭

垣
内
成
元

事
業
委
員
会

貝

卿
委
員

高
嶋
義
秋

宮
沢
笙
子
・

岡
田

゛

旦

中
山

加
漢
野

勉

虎
杖
あ
さ
を

林
俊
和

吉
田

戸

中
東
弘

研
修
委
員
会

貝

副
委
員

箸
尾
享
嗣

小
川
裕
司

小
林
僖
男

立
石
恵
造

永
井
正
弘

本
田
正
人

綿
谷
正
之

会
員
委
員
会

女
員
長

副
委
員
長

符
阪
欽
司

山
中
敬

中
島
吉
英

.
爰
彦

下
出
雅
章

杉
本
雅
俊

矢
野
兵
衛

中
村
一
1

丸
井
博
之

中
坊
伊
三
夫

部
(
咽
あ
か
し
や

直
市
剖

(
制
本
田
青
紫
園

専
務
理

(
制
菊
一

き
に
も
述
べ
た
と
お
り
自
然
現
象
と

ち
か
う
の
で
ピ
タ
リ
と
い
、
つ
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
半
年
前
後
の
ズ
レ

、し

が
あ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。

中
期
波
動
(
ジ
ユ
グ
ラ
ー
・
サ
イ

ク
ル
)
は
、
戦
後
で
は
昭
和
二
十
年
、

三
十
年
、
四
十
年
と
み
れ
ば
、
戦
前

で
は
明
治
二
十
八
年
、
二
十
八
年
、

大
正
四
年
、
十
四
年
、
昭
和
十
年
が

そ
れ
ぞ
れ
の
当
り
年
で
不
況
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
短
期
波
動
と
中

期
波
動
と
が
重
な
っ
た
時
期
が
何
回

、

か
あ
る
か
、
昭
和
四
十
年
は
二
つ
の

波
動
か
ビ
タ
リ
と
重
な
っ
た
年
で
、

、

9

冒

一
゛
.
h
・^
^
^
^
旦
・
^
一
^
^
、

、

r
 
三
一
゛
ー
,
Ξ
゛
4
1
Ξ
,
Ξ
 
1
 
J
 
■
 
1
,
'
:
弔
゛
司
、
三
三
一
、
^
■
■
^
ー
,
ー

(
岡
本
金
属
工
業
納

総
務
委
貝
長

(
三
和
製
菓
制
専
務
)

事
業
委
貝
長

中
村
徹

(
.
フ
テ
ィ
ッ
ク
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
代
表
者
)

研
修
委
員
長

前
田
武

(
前
田
製
菓
部
長
)

会
貝
委
員
長

神
箸
勝

(
神
箸
一
刀
彫
研
究
所
代
表
者
)

総
務
委
員
会

委

冒
 
1
 
■
冒
.
■
 
1
 
.
ー
ー
,
冒
■
 
1

Ξ
.
ー
ー
ー
ー
ー
.
三
三
:
Ξ
.
、
Ξ
'
」
、
ー
ー
、

総
務
委
貝
会
開
催

三
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
五
時

住
井
委
員
長
他
W
名
か
出
席
し
て

開
催
、
議
件
は
昭
和
訟
年
度
運
営
事

業
計
画
閑
、
昭
和
那
年
度
収
支
予
算

閑
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
通
り
了

承
さ
れ
た
。

めを

り
承
認
さ
れ
た
。

三
月
第
二
例
会
開
催

二
月
二
十
四
日
(
火
)
午
後
六
時

よ
り
七
時
、
南
都
銀
行
頭
取
阪
本

龍
兒
氏
を
講
師
に
第
二
例
会
を
開
催

最
近
の
経
済
情
勢
分
析
又
、
将
来

の
展
望
等
を
外
国
の
経
済
情
勢
の
分

析
も
ま
じ
え
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

話
を
さ
れ
、
出
席
者
の
な
か
に
は
、

メ
モ
を
取
る
姿
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
、

皆
さ
ん
終
始
熱
心
に
講
話
を
聞
か
れ

て
い
た
。

理
事
会
開
催

三
月
二
十
七
日
(
金
)
正
午
よ
り

午
後
二
時
。
西
田
副
会
長
杉
本
副

会
長
他
七
名
が
出
席
し
て
開
催

議
件
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
運
営
事

業
計
画
倒
、
昭
和
五
十
六
年
度
収
支

予
算
関
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
通

り
了
承
総
会
に
は
か
る
こ
と
と
し
た
。

尚
本
理
事
会
で
は
理
事
会
を
再
三
開

く
こ
と
を
決
め
た
。

委
副辰

己
小
野

小
西

奈

ー
ー
!
!
゛
ー
ー
盲
r
 
ι
'
」
ー
.
ー
ー
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
'
1
 
t

に
当
り
、
当
分
下
降

ガ
紗
く
こ
と
に
な
る

よ
う
だ
。
図
を
見
て

た
だ
き
た
い
。
そ

、
0

い

し

、
つ
と
分
か
れ
ば
、
ヨ
田

ら
ぬ
夢
を
追
う
こ
と

を
せ
ず
、
腹
を
据
え
て
、

企
業
体
質
の
改
善
な

ど
基
礎
固
め
に
努
め

た
い
も
の
で
あ
る
。

長
員
長

昌
介

尊
司

康
裕

山
本
憲
司

士
屋

イ

猪
原

告

北
内
正
次

田
寸

井
上
器

総
会
開
催

三
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
五
時

よ
り
午
後
六
時
。
小
林
会
長
他
認
名

が
出
席
し
て
開
催
0

議
件
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
運
営
事

業
計
画
閑
、
昭
和
五
十
六
年
度
収
支

予
算
関
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
通

1

四
月
例
会
開
催

四
月
十
四
日
(
火
)
正
午
よ
り

十
四
時
ま
で
。
航
空
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
学
校
長
空
将
濱
屋
耕
哉
氏
を
講

師
に
招
き
「
ソ
連
事
情
」
と
い
う
演

題
で
講
話
を
聞
い
た
。

濱
屋
氏
は
永
ら
く
ソ
連
駐
在
防
衛

官
を
務
め
ら
れ
て
い
た
ソ
連
通
で

、、

学
校
長
の
前
に
は
統
合
幕
僚
会
議
事

務
局
第
三
室
長
(
作
戦
)
第
五
室
長

(
中
期
長
期
の
防
衛
計
画
等
)
,
、
を

歴
任
さ
れ
た
方
で
、
ソ
連
の
日
常
の

生
活
の
様
子
、
軍
事
上
の
こ
と

を
話
を
さ
れ
た
。
出
席
者
一
同

心
に
拝
聴
し
て
い
た
。

ノ

繰
返
え
し
て
い
る

よ
、
つ
で
は
あ
る
が
、

む
し
ろ
、
不
況
か

ら
不
況
へ
移
リ
変

つ
て
い
る
だ
け
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
実

感
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
況
感
が

何
時
ま
で
続
く
の
か
、
好
況
は
何
時

頃
く
る
の
か
が
分
ら
な
い
も
の
だ
ろ

つ
か
。
そ
の
手
掛
り
は
な
い
も
の
だ

ろ
う
力

極
端
に
云
え
ば
、
こ
の
よ
、
つ
な
不

透
明
な
時
代
に
明
日
を
見
通
す
こ
と

は
神
な
ら
ぬ
人
聞
に
は
誰
も
出
来
な

い
と
云
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

絶
対
に
出
来
な
い
か
と
云
え
ば
そ
れ

程
悲
観
し
た
も
の
で
も
な
い
。
現
在

の
文
明
段
階
に
お
い
て
は
科
学
の
法

則
に
従
え
ば
月
面
ま
で
行
く
こ
と
を

間
違
い
な
く
見
通
す
程
の
能
力
を
人

間
は
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
か
、
わ
だ
。
す
な
わ
ち
、
自
然
現

象
の
法
則
を
知
り
、
そ
れ
に
従
っ
て

見
通
し
を
立
て
れ
ぱ
、
そ
の
見
通
し

は
当
る
1
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
社
会
現
象
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
と
い
、
つ
わ
け
だ
。
し
か
し
社
会

現
象
は
、
自
然
現
象
1
例
え
ば
、
日

蝕
や
月
蝕
は
何
年
何
月
何
日
の
何
時

何
分
何
秒
か
ら
何
秒
ま
で
と
正
確
に

予
測
で
き
る
ー
ほ
ど
厳
密
に
は
い
か

な
い
が
、
単
な
る
経
験
や
勘
に
ょ
る

よ
り
は
間
違
い
の
な
い
見
通
し
か
出

二
部
重
複
)

(

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

、

来
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
経
済
現

象
で
あ
る
景
気
の
動
向
を
知
る
に
は
、

そ
の
法
則
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

誇

(
勢

.

.

.

.

.

、
0

し

そ
こ
で
景
気
の
法
則
に
は
ど
ん
な

も
の
か
あ
る
か
見
て
み
ょ
、
つ
。
景
気

は
よ
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
、

経
済
の
波
と
い
、
つ
型
を
と
っ
て
い
る

こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
だ
ろ
う
。
経

済
学
者
は
、
長
い
間
こ
の
波
を
研
究

し
て
法
則
を
発
見
し
て
い
る
。
景
気

の
波
は
、
小
、
中
、
大
の
三
つ
の
波

か
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
か
三
つ
の

景
気
波
動
説
と
い
う
わ
け
だ
。
す
な

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
長
期
波

動
は
中
期
波
動
の
、
中
期
波
動
は
短

期
波
動
の
す
う
勢
と
な
り
、
そ
の
動

き
を
左
右
す
る
。
さ
ら
に
、
二
つ
の

波
動
か
ま
ち
ま
ち
に
動
く
と
き
は
諸

兆
候
は
互
に
相
殺
ざ
れ
て
緩
和
さ
れ

る
か
同
方
向
に
動
く
と
き
は
諸
兆

候
は
相
乗
さ
れ
て
激
化
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
一
九
三
0
年
代
の
世
界
恐

慌
時
に
は
三
っ
の
波
動
は
す
べ
て
下

降
過
程
に
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

短
期
波
動
(
キ
ッ
チ
ン
・
サ
イ
ク

ル
)
は
、
日
本
の
場
合
よ
く
当
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
さ

町
 
2

東
 
0

姉
 
2

」
フ

良
=
 
L

奈
 
T

8

~

景
気
の
波

非
常
な
不
況
と
な
っ
た
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
る
。

長
期
波
動
(
コ
ン
ド
ラ
チ
エ
フ

サ
イ
ク
ル
)
は
、
昭
和
五
年
(
一
九

三
0
年
)
を
さ
か
い
に
し
て
約
五
十

年
間
隔
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
み
る
と
江

戸
時
代
で
は
、
享
保
、
天
明
、
天
保

の
二
大
飢
饅
の
時
期
に
ほ
ぽ
一
致
し

て
お
り
、
戦
前
で
は
明
治
十
年
代
と

昭
和
ひ
と
桁
の
時
期
に
当
り
、
そ
れ

か
五
十
年
の
昭
和
五
十
年
代
か
コ
ン

ド
ラ
チ
エ
フ
、
サ
イ

ク
ル
の
波
の
下
降
期

わ
ち
、
ほ
ぽ
四
十
力
月
を
周
期
と
す

る
短
期
波
動
九
な
い
し
十
年
を
周

期
と
す
る
中
期
波
動
と
約
五
十
五
年

の
周
期
を
も
つ
長
期
波
動
で
、
そ
れ

ぞ
れ
発
見
者
の
名
に
ち
な
ん
で
、
キ

ソ
チ
ン
・
サ
イ
ク
ル
、
ジ
ユ
グ
ラ
ー

サ
イ
ク
ル
、
コ
ン
ド
ラ
チ
エ
フ

サ
イ
ク
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
波
動
の

相
関
関
係
を
見
る
と
、
ま
ず
、
少
数

の
例
外
的
な
場
合
を
除
け
ぱ
、
歴
史

的
に
も
、
統
計
的
に
も
一
長
期
波
動

に
対
し
て
六
中
期
波
動
を
、
一
中
期

波
動
に
対
し
て
三
短
期
波
動
を
数
、
え

イ

1

中
小
企
業
診
断
士
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川増古
合尾瀬

進徹三
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,
盛
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匡
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匡
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一
退
職
金
と
税
金
一

期
問
で
異
な
る

制

一
退
職
所
得
控
除
額
一

^
匡
ヨ
区
宝
匡
冨
匡
署
区
,
区
魯
区
芦
匡
,
匡
冨
匡
,
区
=
区
翠
匡
,
匡
工
匡
=
匡
冨
匡
,
匡
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匡
■
匡
署
匡
ヨ
冨
冨
匡
冨
匡
工
区
冨
区
ヨ
匡
冨
匡
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区
冨
区
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匡
,
匡
,
匡
=
匡
,
藍
,
区
ヨ
置
=
匡
苫
匡
=

ル
又又表代

ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は

退
職
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
感
慨
深
い
も
の
で
す
。
退
職
金
に
は
、
所
得

税
と
住
民
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
税
金
は
他
の
所
得
と
分
雜
し

て
課
税
さ
れ
、
退
職
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
の
対
価
で
あ
り
退
職
後
の
生
活

の
た
め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
・
わ
他
の
所
得
よ
り
軽
い
負
担
で
済
む
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
退
職
金
の
税
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

退
職
所
得
控
除
額
は

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ

て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
退
職
金
の
額
が
退
職
所
得

控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

一
勤
続
年
数
が
二
十
年
以
下
の
と

き
二
十
五
万
円
X
勤
続
年
数

た
だ
し
、
こ
の
額
が
五
十
万
円

未
満
の
と
き
は
五
十
万
円
と
な

り
ま
す
。

二
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る

と
き

五
百
万
円
+
五
十
万
円
X
 
(
勤

続
年
数
1
二
十
年
)

な
お
、
退
職
者
が
在
職
中
に
け

が
な
ど
に
ょ
っ
て
障
害
者
と
な

そ
れ
が
直
接
の
原
因
で
退

、

)職
し
た
と
き
は
、
一
又
は
二
の

額
に
、
更
に
百
万
円
を
加
算
し

た
額
が
退
職
所
得
控
除
額
と
な

り
ま
す
。

退
職
所
得
と
は

退
職
所
得
と
は
退
職
に
際
し
て

勤
務
先
か
ら
受
け
る
退
職
金
や
一
時

^
給
な
ど
を
い
い
ま
す
。

退
職
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
、

普
通
は
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
改
め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
「
退
職
所
得
の
受
給

に
関
す
る
申
告
書
L
 
が
会
社
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
税
率
で
所
得
税
を
源
泉
徴
収

さ
れ
、
そ
の
源
泉
徴
収
税
額
が
正
規

の
計
算
に
ょ
る
税
額
に
比
べ
過
不
足

が
生
じ
て
い
る
場
合
や
確
定
申
告
に

堤
場
場

エ
エ
エ

社
京
阪

本
東
大

よ
っ
て
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
い

場
合
に
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

算
す
る
と
き
の
勤
続
年
数
は
、
そ
の

退
職
金
の
支
払
を
受
け
る
人
が
、
そ

の
会
社
で
実
際
に
引
続
き
勤
務
し
た

期
間
に
ょ
っ
て
計
算
す
る
な
ど
、
一

定
の
計
算
方
法
が
税
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

'
'

退
職
所
得
と

税
額
の
計
算
は

退
職
金
の
額
か
ら
、
退
職
所
得
控

除
額
を
差
引
い
た
残
額
の
二
分
の
一

が
退
職
所
得
に
な
り
ま
す
。
こ
の
退

職
所
得
に
、
所
得
税
の
税
率
を
掛
け

た
も
の
が
所
得
税
額
と
な
り
、
住
民

税
の
税
率
を
掛
け
た
も
の
が
住
民
税

額
と
な
り
ま
す
。

ノ

一
丁

ず
イ

↑
氏方

<
計
算
例
>

Y

三
十
四
年
四
力
月
勤
務
し
た
人
が

退
職
金
を
千
六
百
万
円
も
ら
っ
た
場

合
を
例
に
と
っ
て
計
算
し
て
み
ま
し

よ
、
つ

①
勤
続
年
数
は
一
年
未
満
の
端
数
を

切
上
げ
て
、
三
十
五
年
と
し
ま
す
。

②
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
て
い

ま
す
か
ら
、
前
記
の
計
式
に
当
て
は

め
て
退
職
所
得
控
除
額
を
計
算
し
ま

す
と
五
百
万
円
十
五
十
万
円
X
 
(
三

十
五
年
1
二
十
年
)
 
1
千
二
百
五
十

万
円
と
な
り
ま
す
。

③
退
職
金
千
六
百
万
円
か
ら
退
職
所

得
控
除
額
千
二
百
五
十
万
円
を
差
引

い
た
額
の
二
分
の
一
の
百
七
十
五
万

円
が
退
職
所
得
と
な
り
ま
す
。

こ
の
退
職
所
得
百
七
十
五
万
円
に
対

す
る
税
金
は
所
得
税
が
二
十
万
九
千

円
、
住
民
税
が
十
一
万
二
千
五
百
円

と
六
'
り
ま
す
。

f 新
会
員

マ
松
下
デ
ザ
イ
ン
・
松
下
葆
・
西

大
寺
本
町
-
 
1
六
・
商
業
デ
ザ
イ
ン

@
0
四
二
五

マ
山
本
商
店
・
山
本
進
・
古
市
町

一
六
四
0
1
-
・
自
動
車
解
体
・
@

三
三
七

マ
バ
ッ
ク
ザ
フ
エ
イ
ス
・
渡
部
照
之

角
振
新
屋
町
・
飲
食
・
⑳
0
六
六
0

マ
古
美
術
に
し
だ
・
西
田
力
・
登

大
路
三
番
町
五
七
・
古
美
術
商
・
⑳

八
0
九
八

マ
ニ
ユ
ー
桃
山
・
畠
山
為
邦
・
西
大

寺
国
見
町
-
1
-
1
-
0
四
・
割
烹

⑮
七
五
四
一

マ
竹
田
組
・
竹
田
博
一
・
八
条
町
八

-
0
1
四
・
士
木
業
・
@
-
0
四
五

マ
キ
タ
ハ
タ
電
器
・
北
畑
健
一
・
神

功
四
1
四
-
1
四
・
家
電
品
販
・
⑪

三
一
る

マ
奈
良
県
玩
具
人
形
小
売
商
組
合
・

吉
田
貞
元
・
東
向
南
町
一
九
・
組
合

⑳
七
三
三

マ
欄
学
習
研
究
社
奈
良
支
社
・
待
永

敏
書
・
大
宮
町
七
ー
ニ
ー
五
・
出
版

業
・
⑭
六
七
ニ
ニ

マ
御
門
・
鍵
田
コ
ユ
キ
・
西
笹
鉾

町
一
三
・
旅
館
・
⑳
0
-
ニ
ハ

▽
坂
本
司
法
害
士
事
務
所
・
坂
本
政

一
・
尼
ケ
辻
町
三
ニ
ニ
ー
三
・
司
法

書
士
・
@
四
一
三
四

マ
栄
林
建
設
・
栄
林
正
恭
・
菅
原
町

二
六
三
1
三
・
建
設
業
・
⑮
七
三
三

二マ
松
原
ニ
コ
ニ
コ
堂
・
松
原
三
雄
・

脇
戸
町
二
四
・
時
計
貴
金
属
販
・
⑳

勤
続
年
数
の
計
算
は

勤
続
年
数
に
一
年
末
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
一
年
切
り
上
げ
て
勤

続
年
数
を
計
算
し
ま
す
。
ま
た
、
会

社
に
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桝士会式株

第 152号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和56年5月10日(毎月1 回10日発行)

総合企画・設計・監理

本社及び
奈良事務所
京都事務所

第 152号(第三種郵便物認可)

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
T E L 奈良(0742) 34-、 1 4 6 1(代)

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221・・ 1 6 3 2(代)

日保1)から海外旅行まで旅のことならお気軽に.ノ

連輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL 0742⑳5521~2

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

奈良会議所ニュース

10

大蔵省印刷局指定
良県官報販売所奈

政府刊行物奈良サービス・ステーション
T E L 0742 (22) 8 8 4 4 (専用)

■綴奈良明新社
本社

大販店

多色美術E腸1・書籍・新聞E喝1・包装・帳票印刷

目勺共周精X反,印昂り井朱乳會黙,

良市橋本町36,1宅

E L 0742 (23) 3 1 3 1 (代)
大阪市天王寺区上本町6丁目6書1号
TEL 06(フ71)4501・4996

昭和56年5月10日(毎月1 回]0日発行)

会長近東弘
社長近東宏

奈良市三条大路2丁目2番6号
柬京都荒川区東日暮里5丁目6-4
大阪市南区竹屋町7番地

Ⅱ

(、

電話 0742-33-1221番
電話 03-802-4741番
電話 06-271-7951番
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:自身の巣をもつということは・

、フレストラン

し.ぞ二、《"
営業時間

(パプタイム
、....^....^....^.■..^●■●●^■■●●^.●●●^■●●●^●●●.^●●■●^●●●●^●●●●

9:00~22:00

17:00~22:00)

ボトルキープ

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階

ニフオーム

Ξ^^
云冗ワC


